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 子供に考えさせる過程を大切にする －学芸会の下見を終えて－ 

 

今週は、学芸会の下見の会がありました。本校で行っている下見の会というの

は、出来上がったところまでの演目を、一度、担任以外の先生（一部）に見ても

らい、アドバイスをもらう会です。わたしも見させていただきましたが、今年も

子供たちは、どの学年、学級も子供たちは題材にほれ込み、やる気になっていて

うれしく思いました。 

演目が終わった後、わたしが子供たちに感想

を伝える役割です。よかったところ、本番までに

考えるとよいところを伝えています。その後に

今年のテーマである「自分の役割で何ができる

ようになりたいと考えていますか。」と聞き、

数人に語ってもらいました。驚いたのは、中学年

で「主人公を引き立たせることができるように

なりたい」といった子がいたことです。「大きい声で」や「体を大きく使って」

だけでなく、作品のなかにある自分の役割を深く理解し、貢献したいというもの

でした。伝えたいことを考えながら工夫していたり、お話を楽しみながら表現し

ようとしていたり。友達の考えをみんなで共有でき、よい機会になりました。 

下見が終わった後、学級の練習風景を見に行くと、さらにパワーアップしよう

としている学年・学級ばかりでした。ある学級は、場面ごとに分けて、友達から

アドバイスをもらう場をもっていました。アドバイスだけでなく、「それって、

どういうことか代わりに演じてみて」と先生が促したり、ビデオをみんなで鑑賞

してどうするとよくなるか考えたりしていました。期待していた学習が展開され

ています。 

 

 「折り合いをつける」  

 

「折り合いをつける」という言葉が、近頃わたしは目に付くようになってきま

した。先日、教育実習生が大学でお世話になっている先生が訪問され、校長室で

雑談をするなかで「大学生に話し合う力が不足していて、お互いの妥協点を探る

話し合いの苦手な学生が多く、そういう場面を作っていかなければいけないと感

じている。」という話を聞きました。大学生ができないという話を聞くと、大学



生を小中学校で教育したわたしたちは、責任を感じます。 

平成 27年度の全国学力・学習状況調査（国語Ｂ問題２）では、「みんなで物事

を決めるとはどういうことか」を題材にした説明文が掲載されました。「それぞれ

の人の希望が重なったり、意見や判断のちがいが生じたりした場合には、たがい

のことを考えながら、折り合いをつけていくことが大切です。」という文章で

締めくくられています。 

教育誌「内外教育」10月 13日号では、大阪大学

大学院教授・小野田正利氏が、「折り合える部分」を

どう探るかという視点でコラムを書いていました。

小野田教授は、劇作家・演出家の平田オリザさんが

著した『わかりあえないことから －コミュニケー

ション能力とは何か（講談社現代新書、2012年）』を引用し、「「みんなちがって、

みんないい」ではなく「みんなちがって、たいへん」という成熟型社会では、

多様性こそが力になる。この新しい時代には「バラバラな人間が、価値観はバラ

バラなままで、どうにかしてうまくやっていく能力」が求められているという。」

「異なる価値観と出くわしたときに、物怖じせず、卑屈にも尊大にもならず、

粘り強く共有できる部分を見つけ出していくこと。」を述べていました。 

平成 29年に出された学習指導要領解説「特別活動」に、「折り合いをつける」

という言葉が何箇所か出てきます。平成 20年のものには、もっと出ていました。

さらに平成 29年度幼稚園要領には、「きまりを守る必要性が分かり、自分の気持

ちを調整し、友達と折り合いを付けながら、きまりをつくったり、守ったりする

ようになる。」ことが「幼児期までに育ってほしい姿」という節などに書かれて

いました。「折り合いをつける」ことは、幼児教育の時点で培われるものであり、

言われてみれば子供の生活場面によくあることに気がつきます。 

保護者や地域のみなさんの身の回りでは、「折り合いをつける」ということが

難しくなっているでしょうか。お聞きしたいと思いました。 

     

おかざきっ子展 延期に 
 

 台風接近のため、「おかざきっ子展」が延期となりました。今年は、「昆虫」を

テーマにした力作が勢ぞろいします。開催日には、子供たちの作品の工夫のおも

しろさを楽しまれるとよいと思います。ぜひ、芸術の秋をお楽しみください。 

■日時  11月 11 日（土）・12日（日）  ＡＭ9:00～ＰＭ5:00 

■場所  おかざき世界子ども美術博物館広場（中部小は、本部広場③に展示されます） 

■オープニングセレモニー 11 月 11日（土）ＡＭ9:00 より本部広場にて開催 

             （雨天：おかざき世界子ども美術博物館ロビー） 

先着 200 名にプレゼントがあるそうです。8:30 から本部広場にて整理券が配布されます。 


